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中
央
大
学
法
科
大
学
院
が

４
月
１
日
開
校
し
た
。
こ
れ
に

先
立
ち
開
校
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
祝
賀
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー

が
３
月
20
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
タ
ニ
で
開
か
れ
た
＝

終
面
に
グ
ラ
ビ
ア
写
真
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
法
科

大
学
院
の
柏
木
昇
、
小
島
武
司

両
教
授 

、
加
藤
新
太
郎
司
法

研
修
所
上
席
教
官
の
基
調
報
告

の
あ
と
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
日
本
型
法

科
大
学
院
の
課
題
や
展
望
に
つ

い
て
期
待
を
こ
め
た
議
論
が
つ

づ
い
た
。の
ち
の
祝
賀
式
・
パ
ー

テ
ィ
ー
に
は
稲
葉
大
和
・
文
部

科
学
副
大
臣
、
高
村
正
彦
、
保

岡
興
治
・
両
元
法
相
（
と
も
に

本
学
出
身
）、
さ
ら
に
麻
生
太

郎
・
総
務
相
も
来
賓
で
出
席
し
、

開
校
を
祝
っ
た
。

　

４
月
開
校
す
る
法
科
大
学
院

は
全
国
で
68
校
を
数
え
る
が
、

中
央
大
学
法
科
大
学
院
の
第
一

次
選
抜
出
願
者
数
は
法
学
既
修

者
、
未
修
者
計
５
４
１
３
人
に

の
ぼ
り
、
全
国
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

第
二
次
選
抜
で
法
学
既
修
者
３

０
９
人
、
未
修
者
１
０
０
人
が

難
関
を
突
破
し
合
格
し
た
。

　

合
格
者
の
平
均
年
齢
は
28
・

４
歳
。
出
身
大
学
で
み
る
と
、

既
修
コ
ー
ス
で
は
中
央
98
人
、

早
稲
田
58
人
、
東
大
30
人
と
並

び
、
未
修
コ
ー
ス
は
東
大
20
人
、

早
稲
田
15
人
の
順
で
中
央
は
４

番
目
の
10
人
。
他
大
学
か
ら
の

注
目
度
も
物
語
っ
て
い
る
。

　

既
修
者
は
２
年
後
、
未
修
者

は
３
年
後
、
最
初
の
国
家
試
験

に
挑
む
こ
と
に
な
る
。
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全
国
最
多
の
出
願
者
、
計
４
０
９
人
が
合
格　

１
月
10
日
、
都
内
で
「
第
20

回
土
光
杯
全
日
本
学
生
弁
論
大

会
」（
サ
ン
ケ
イ
フ
ジ
グ
ル
ー

プ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
中
央

大
学
商
学
部
２
年
（
現
３
年
）、

岡
嶋
大
城
さ
ん
＝
写
真
＝
が
、

「
フ
ジ
テ
レ
ビ
杯
」
を
受
賞
し

た
。
昨
年
は
法
学
部
、
渡
辺
一

実
さ
ん
が
「
土
光
杯
」
を
獲
得

し
て
お
り
、
中
大
生
の
２
年
連

続
入
賞
に
な
る
。

　

岡
嶋
さ
ん
の
弁
論
テ
ー
マ
は

「
自
衛
隊
を
正
式
な
軍
隊
に
」。

　

今
回
の
イ
ラ
ク
派
遣
に
よ
っ

て
、
犠
牲
者
が
出
た
場
合
に
、

そ
の
死
が
正
当
に
評
価
さ
れ
な

け
れ
ば
、
二
重
の
悲
劇
が
生
ま

れ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
前
に
、

わ
た
し
た
ち
は
自
衛
隊
を
軍
隊

と
し
て
そ
の
存
在
と
必
要
性
を

明
確
に
す
べ
き
だ
、
な
ど
と
訴

え
た
。

　

岡
嶋
さ
ん
は
滋
賀
県
出
身
。

意
外
に
も
、
辞
達
学
会
に
所
属

の
経
験
は
な
く
、
弁
論
大
会
へ

の
応
募
も
今
回
初
め
て
だ
っ
た

と
い
う
。

　
「
日
頃
か
ら
タ
イ
ム
リ
ー
な

話
題
に
は
興
味
が
あ
り
、
自
衛

隊
の
こ
と
も
本
を
読
ん
だ
り
、

講
演
を
聞
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
応
募
は
、
偶
然
見
つ
け
た

新
聞
の
記
事
が
き
っ
か
け
。
ま

さ
か
本
選
に
行
け
る
な
ん
て

…
…
」
と
打
ち
明
け
る
。

　

応
募
総
数
１
０
０
人
の
中
で
、

商
学
部
３
年
、

岡
嶋
大
城
さ
ん
が
入
賞

土
光
杯
全
日
本
学
生
弁
論
大
会

壇
上
に
立
て
る
の
は
18
人
。
大

会
当
日
は
約
８
０
０
人
が
聞
き

入
っ
た
。
さ
ぞ
、
緊
張
し
た
の

で
は
？

　
「
ま
ぁ
ス
ピ
ー
チ
は
そ
う
で

も
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
ぇ
。

な
ん
せ
友
達
30
人
も
招
待
し
た

手
前
、
た
だ
じ
ゃ
帰
れ
ん
な
、

と
。
賞
は
上
位
３
つ
と
い
う
時

は
、
楯
だ
け
で
も
貰
っ
て
帰
ろ

う
か
と
、
ほ
ん
ま
手
に
汗
で
し

た
わ
ァ
」

　
「
フ
ジ
テ
レ
ビ
杯
」
で
名
前

を
呼
ば
れ
た
時
は
「
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
ワ
」
と
、
関
西
弁
に
実

感
が
こ
も
る
。「
他
の
出
場
者

を
見
て
、
自
分
も
も
っ
と
勉
強

を
積
ん
で
い
か
な
い
と
、
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
」
と
も
。

　

語
り
口
が
ど
こ
と
な
く
ユ
ー

モ
ラ
ス
で
、電
話
の
声
が
明
る
い
。

今
後
の
目
標
を
、
こ
う
語
っ
た
。

　
「
特
に
辞
達
学
会
な
ど
に
は

入
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
フ
リ
ー

な
立
場
で
い
ろ
ん
な
人
の
話
を

聞
い
て
、
積
極
的
に
弁
論
大
会

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

で
す
」 （
学
生
記
者　

津
江
瞳
）
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本
学
出
身 

初
当
選
の
代
議
士
２
氏
が
来
校

 
民
主
党 

小
林
千
代
美
氏
と
寺
田
学
氏

　

本
学
出
身
の
衆
院
議
員
で
と

も
に
民
主
党
の
小
林
千
代
美
氏

（
35
歳
）
＝
写
真
左
＝
と
寺
田

学
氏
（
27
歳
）
＝
同
右
＝
が
２

月
10
日
、
初
当
選
の
あ
い
さ
つ

を
兼
ね
て
来
校
し
、
角
田
邦
重

学
長
、
三
宅
邦
彦
常
任
理
事
ら

と
懇
談
し
た
。

　

小
林
議
員
は
92
年
法
学
部
政

治
学
科
卒
。
昨
年
11
月
の
総
選

挙
で
北
海
道
５
区
か
ら
２
度
め

の
出
馬
、
選
挙
区
で
は
惜
敗
し

た
が
北
海
道
比
例
区
で
初
当
選

を
果
た
し
た
。
寺
田
議
員
は
01

年
経
済
学
部
産
業
経
済
学
科
卒
。

秋
田
１
区
で
み
ご
と
に
新
顔
当

選
、
自
民
の
牙
城
・
秋
田
で
唯

一
の
民
主
議
席
を
獲
得
し
た
。

最
年
少
議
員
で
も
あ
る
。

　

１
号
館
役
員
会
議
室
で
、
角

田
学
長
が
当
選
を
祝
い
つ
つ

「
お
若
い
で
す
ね
」
と
声
を
か

け
る
と
、「
若
い
の
は
寺
田
さ

ん
で
、
私
の
ほ
う
は
も
う
若
く

な
い
の
で
す
が
」
と
、

笑
い
な
が
ら
小
林
議
員
。

「
民
主
党
は
20―

30
代

の
議
員
が
多
く
、
20
代

も
４
人
い
ま
す
。
若
い

政
党
な
ん
で
す
」
と
寺

田
議
員
は
政
党
の
Ｐ
Ｒ

も
。
大
学
時
代
の
思
い

出
話
や
法
科
大
学
院
の

話
題
、
ま
た
国
会
事
情

な
ど
に
つ
い
て
話
が
は

ず
ん
だ
。

　

ち
ょ
っ
と
聞
き
づ
ら
い
こ
と

も
聞
い
て
み
た
。

　

古
賀
潤
一
郎
衆
院
議
員
（
民

主
党
除
籍
）
の
学
歴
詐
称
事
件

が
尾
を
引
い
て
い
た
時
期
で
あ

る
。
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

小
林
議
員
「
ど
う
し
て
学
歴

に
そ
ん
な
に
こ
だ
わ
る
の
か
し

ら
。
学
歴
詐
称
自
体
は
大
し
た

問
題
じ
ゃ
な
い
と
思
う
け
ど
、

そ
の
後
の
対
応
が
ま
ず
か
っ
た
。

間
違
い
で
し
た
、
と
素
直
に
謝

れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
と
思
い

ま
す
よ
。
学
歴
至
上
主
義
が
問

題
で
す
よ
ね
」

　

―
―

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣

承
認
の
本
会
議
採
決
で
、
民
主

党
は
衆
・
参
院
と
も
欠
席（
２
月
）。

党
議
拘
束
が
な
か
っ
た
と
す
れ

ば
、
ど
う
対
応
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

寺
田
議
員
「
も
ち
ろ
ん
欠
席

と
い
う
や
り
か
た
自
体
に
は
不

甲
斐
な
さ
を
感
じ
る
け
ど
、
本

会
議
に
い
く
ま
で
の
手
続
き
が

雑
で
理
不
尽
だ
っ
た
。
党
議
拘

束
が
な
く
て
も
欠
席
し
た
と
思

い
ま
す
」

　

小
林
議
員
「
選
挙
区
に
、
イ

ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
員

の
ご
家
庭
も
多
い
ん
で
す
。
だ

か
ら
『
欠
席
』
だ
け
で
済
む
問

題
で
は
な
い
の
で
す
が
、
一
連

の
強
引
な
審
議
経
過
を
み
れ
ば
、

他
に
方
法
が
な
か
っ
た
の
も
事

実
で
す
」

　

い
き
な
り
難
し
い
こ
と
聞
か

れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
、
と

小
林
議
員
に
は
ニ
ラ
ま
れ
た
け

れ
ど
。

　

国
政
の
場
で
の
清
新
な
活
躍

を
期
待
し
た
い
。

（
学
生
記
者　

西
原
香
保
里
）

21
世
紀
の
科
学
技
術
と
人
づ
く
り

白
川
英
樹
博
士
が
講
演

　

中
央
大
学
と
文
部
科
学
省
の

合
同
主
催
で
の
特
別
研
修
コ
ー

ス
「
電
子
社
会
シ
ス
テ
ム
と
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
の
特
別
講

演
と
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
で
あ
る
白
川
秀
樹
名
誉
教
授

の
講
演
が
行
わ
れ
た
（
昨
年
12

月
21
日
）。

　

理
工
学
部
３
号
館
の
ホ
ー
ル

は
、
補
助
席
も
使
う
ほ
ど
聴
講

生
で
満
員
。
い
つ
も
の
温
和
な

表
情
で
、
白
川
博
士
は
語
り
は

じ
め
た
。

　
「
20
世
紀
は
『
科
学
技
術
の

世
紀
』
で
あ
り
ま
し
た
。
科
学

技
術
の
進
歩
に
伴
い
先
進
国
の

人
々
に
豊
か
な
生
活
と
長
寿
を

与
え
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、

地
球
環
境
を
お
び
や
か
し
ま
し

た
。
科
学
技
術
は
功
罪
と
も
に
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抱
え
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
21

世
紀
は
『
知
の
世
紀
』
で
あ
り

た
い
。
そ
の
た
め
に
大
学
が
果

す
べ
き
２
つ
の
使
命
が
あ
り
ま

す
。
第
一
に
、
自
由
な
発
想
に

よ
る
教
育
で
個
性
的
な
創
造
性

を
育
む
こ
と
。
第
二
に
、
知
的

財
産
の
拡
充
を
は
か
る
こ
と
。

大
学
で
の
知
を
社
会
に
示
し
、

開
か
れ
た
大
学
と
し
て
自
立
性

と
研
究
の
自
由
を
保
持
す
る
べ

き
な
の
で
す
」

　

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
語
っ

て
く
れ
た
。
昔
、
ま
だ
研
究

生
だ
っ
た
こ
ろ
、
取
り
組
ん
で

い
る
研
究
に
つ
い
て
「
お
前
ら

に
は
道
楽
を
さ
せ
て
や
っ
て
い

る
」
と
教
授
か
ら
文
句
を
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

「
真
理
を
追
究
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
断
じ
て
道
楽
を
し
て
い

る
の
で
は
な
い
！
」
と
言
い
返

し
た
、
と
い
う
。
こ
ん
な
経
験

も
あ
っ
て
、博
士
は
大
学
は「
象

牙
の
塔
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
も
主
張
す
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に

お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
教
養
学
、

複
数
専
攻
、
文
理
融
合
。
そ
の

た
め
に
自
然
科
学
と
人
文
社
会

科
学
の
交
流
を
円
滑
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
に
は
、

自
分
な
り
に
よ
く
考
え
さ
せ

る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
知
識
偏
重
を
排

し
、
自
然
に
親
し
む
教
育
が
必

要
な
の
で
す
」

　

未
来
へ
向
け
た
大
学
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
人
づ
く
り
の
指
針
を

示
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

白
川
博
士
は
、
ポ
リ
ア
セ
チ

レ
ン
と
い
う
絶
縁
体
で
あ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
他
の
物
質
を
微

量
加
え
て
、
性
質
を
変
化
さ
せ

る
「
化
学
ド
ー
ピ
ン
グ
」
に
よ

り
導
電
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
発

見
。
こ
の
「
導
電
性
高
分
子
の

発
見
と
開
発
」
の
業
績
に
よ
り

２
０
０
０
年
度
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
し
た
。

（
学
生
記
者　

原
田
成
＝
理
工

学
部
３
年
）

　

日
経
産
業
新
聞
が
昨
年
10
月

行
っ
た
調
査
で
、
国
内
主
要
企

業
の
社
長
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
が
選
ん
だ

「
最
も
尊
敬
さ
れ
る
経
営
者
」は
、

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
日
産
自
動

車
社
長
ら
を
抑
え
て
御
手
洗
冨

続
最
高
益
を
更
新
し
た
。
日
本

経
団
連
副
会
長
で
も
あ
る
。

　

母
校
の
後
輩
に
あ
た
る
学
生

ら
約
１
３
０
０
人
を
前
に
、
御

手
洗
氏
は
躍
進
に
つ
な
が
る
具

体
的
な
取
り
組
み
や
業
績
数
字

を
あ
げ
な
が
ら
、
キ
ヤ
ノ
ン
独

自
の
経
営
哲
学
を
披
露
。

　

キ
ヤ
ノ
ン
は
、「
終
身
雇
用
」

と
同
時
に
「
年
功
序
列
に
よ
ら

な
い
実
力
主
義
」
と
い
う
日
本

流
プ
ラ
ス
米
国
流
の
経
営
で
知

ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
御

手
洗
氏
は
「
日
本
流
、
米
国
流

は
文
化
や
商
習
慣
の
違
い
に
よ

る
が
、
基
本
は
そ
れ
が
合
理
的

か
ど
う
か
、
だ
。
終
身
雇
用
と

実
力
主
義
は
創
立
当
初
か
ら
の
、

「
勝
ち
組
」
キ
ヤ
ノ
ン
の
経
営
哲
学
披
露

　

御
手
洗
冨
士
夫
社
長
が
初
の
母
校
講
演

キ
ヤ
ノ
ン
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
も
い
え

る
」
と
、
37
（
昭
和
12
）
年
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
歩
み
も
交
え
て
語
っ
た
。

ま
た
、
改
革
の
時
代
に
触
れ
て
、

「
第
１
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
は
明
治
時
代
で
、
い
ま

は
第
２
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
。
日
本
も〈
結
果
平
等
〉

で
は
な
く
〈
機
会
均
等
〉
へ
、

公
平
・
公
正
の
競
争
原
理
を
取

り
入
れ
る
方
向
へ
改
革
し
な
け

れ
ば
欧
米
に
対
抗
で
き
な
い
」

と
強
調
し
、
熱
の
こ
も
っ
た
講

演
が
続
い
た
。

　

母
校
で
は
初
の
講
演
。「
ど

ん
な
学
生
生
活
を
」
と
会
場
か

ら
の
質
問
に
は
、「
勉
強
は
あ

ま
り
し
な
か
っ
た
な
。
ぼ
く
ら

が
通
っ
た
駿
河
台
は
狭
か
っ
た

が
、
こ
こ
の
多
摩
は
広
い
し
き

れ
い
だ
ね
。
び
っ
く
り
し
ま
し

た
」な
ど
と
、「
世
界
の
経
営
者
」

が
学
生
の
こ
ろ
に
戻
っ
た
よ
う

な
表
情
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
交

歓
風
景
も
見
ら
れ
た
。　
　
　

　
（
学
生
記
者　

江
部
理
恵
＝

法
学
部
４
年
）

士
夫
・
キ
ヤ
ノ
ン
社
長
だ
っ
た
。

そ
の
御
手
洗
氏
を
迎
え
て
、
経

済
学
会
と
経
済
学
部
に
よ
る
講

演
会
が
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
（
昨
年
12
月
９
日
）。

　

御
手
洗
氏
は
、
１
９
６
１
年

中
央
大
学
法
学
部
卒
。
79
年―

89
年
キ
ヤ
ノ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
社
長
、

95
年
か
ら
キ
ヤ
ノ
ン
社
長
と
し

て
、「
勝
ち
組
」
と
よ
ば
れ
る

キ
ヤ
ノ
ン
の
躍
進
を
率
い
、
昨

年
12
月
期
連
結
決
算
も
４
期
連


